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水
俣
病
公
式
確
認
五
十
年
に
当
た
り
、
悲
惨
な
公
害
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
決
議 

 

行
政
が
公
害
の
原
点
と
さ
れ
る
水
俣
病
を
公
式
に
確
認
し
て
か
ら
、
五
十
年
が
経
過
し
た
。
本
院
は
、
有
機
水
銀
廃
液
に
よ

る
水
俣
病
と
い
う
未
曾
有
の
公
害
の
犠
牲
に
な
り
、
尊
い
生
命
を
亡
く
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
追
悼
の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、

残
さ
れ
た
ご
遺
族
の
悲
し
み
、
今
な
お
闘
病
の
な
か
に
あ
る
被
害
者
と
そ
の
ご
家
族
の
苦
痛
と
苦
難
に
深
く
思
い
を
致
す
も
の

で
あ
る
。 

 

平
成
十
六
年
十
月
に
出
さ
れ
た
水
俣
病
関
西
訴
訟
の
最
高
裁
判
決
は
、
国
及
び
熊
本
県
に
水
俣
病
被
害
の
拡
大
の
不
作
為
の

不
法
行
為
責
任
を
認
め
、
損
害
賠
償
の
一
部
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
こ
と
を
認
定
し
た
。
政
府
は
こ
の
判
決
を
厳
粛
に
受
け
止

め
、
平
成
七
年
の
政
治
解
決
及
び
水
俣
病
発
生
か
ら
今
日
に
至
る
五
十
年
以
上
の
経
緯
の
中
で
、
長
き
に
わ
た
り
心
身
の
苦
労

を
耐
え
忍
ん
で
こ
ら
れ
た
す
べ
て
の
水
俣
病
被
害
者
の
方
々
が
、
地
域
社
会
の
理
解
の
中
で
健
や
か
で
安
心
な
暮
ら
し
を
送
れ

る
よ
う
、
関
係
地
方
公
共
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
、
水
俣
病
対
策
を
着
実
、
か
つ
、
総
合
的
に
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

本
院
は
、
水
俣
病
公
式
確
認
五
十
年
の
節
目
に
当
た
り
、
水
俣
病
の
悲
劇
を
貴
重
な
教
訓
と
し
て
謙
虚
に
学
び
、
予
防
的
取

組
を
含
め
た
環
境
政
策
の
一
層
の
進
展
を
図
る
と
と
も
に
、
地
球
規
模
の
環
境
汚
染
が
拡
大
し
て
い
る
今
こ
そ
、
水
俣
病
の
教

訓
を
世
界
に
発
信
し
、
有
害
化
学
物
質
に
よ
る
健
康
被
害
の
未
然
防
止
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
、
こ
の
よ
う
な
悲
惨

な
公
害
を
決
し
て
再
び
繰
り
返
さ
な
い
決
意
を
こ
こ
に
表
明
す
る
。 

 

右
決
議
す
る
。 


